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日本語教育現場の声

上級・超級レベルの学習者でも、発音に上級・超級レベルの学習者でも、発音に
は母語のクセが残ることが多い。は母語のクセが残ることが多い。

発音指導をしても、思うように成果が上が発音指導をしても、思うように成果が上が
らないし、次の授業に来ると、学生の発音らないし、次の授業に来ると、学生の発音
が元に戻っている。が元に戻っている。

子供のときに学習を開始した場合は、ネ子供のときに学習を開始した場合は、ネ
イティブのような発音になるが、大人になイティブのような発音になるが、大人にな
ってからでは、無理ではないだろうか。ってからでは、無理ではないだろうか。

→学習者の発音には、母語の影響が強く→学習者の発音には、母語の影響が強く
現れるという印象が持たれている。現れるという印象が持たれている。 4

音声習得研究の動向

言語的要因に着目した研究言語的要因に着目した研究

母語干渉、母語転移、有標性など母語干渉、母語転移、有標性など

学習者要因・社会的要因に着目した研究学習者要因・社会的要因に着目した研究

学習開始年齢、学習者の意識、学習方法、学習開始年齢、学習者の意識、学習方法、
学習環境、教師の意識、教育方法など学習環境、教師の意識、教育方法など
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母語干渉 １

研究の源流研究の源流
We assume that the student who comes in contact We assume that the student who comes in contact 
with a foreign language will find some features of with a foreign language will find some features of 
it quite easy and extremely difficult. Those it quite easy and extremely difficult. Those 
elements that are similar to his native language will elements that are similar to his native language will 
be easy for him and those elements that are be easy for him and those elements that are 
different will be difficult (Lado 1957).different will be difficult (Lado 1957).
母語と目標言語の音韻体系の相違に着母語と目標言語の音韻体系の相違に着
目し、対照分析研究の視点から数多くの目し、対照分析研究の視点から数多くの
学習者音声の分析が行われた。学習者音声の分析が行われた。
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母語干渉 ２

研究の視座研究の視座

→学習者音声の特徴を理解するには、→学習者音声の特徴を理解するには、L1L1
ととL2L2の音韻体系の対照が不可欠である。の音韻体系の対照が不可欠である。

例：中国語母語話者による日本語の有声例：中国語母語話者による日本語の有声
・無声破裂音の習得は、・無声破裂音の習得は、L1L1にない有声破にない有声破
裂音のほうが、裂音のほうが、L1L1にある無声破裂音よりにある無声破裂音より
難しい。難しい。
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母語転移 １

研究の源流研究の源流

Transfer is not simply interference.Transfer is not simply interference.
(Odlin 1989:26)(Odlin 1989:26)

L1L1の体系がマイナスに作用する負の転移の体系がマイナスに作用する負の転移
だけではなく、プラスに作用する正の転移だけではなく、プラスに作用する正の転移
もある。もある。
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母語転移 ２

研究の視座研究の視座

→→ 「干渉」「干渉」 という概念だけでは把握しきれという概念だけでは把握しきれ
なかった学習者音声の特徴も記述。なかった学習者音声の特徴も記述。

例：中国語の上海方言には有声破裂音例：中国語の上海方言には有声破裂音
が存在するため、北方方言話者と比較しが存在するため、北方方言話者と比較し
て日本語の有声破裂音の習得が早い。て日本語の有声破裂音の習得が早い。
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有標性 １

研究の源流研究の源流

含意の法則含意の法則 (Implicational Law)(Implicational Law)
言語獲得、失語症、言語音の生起頻度に言語獲得、失語症、言語音の生起頻度に
おいて、「基本（無標）→複雑（有標）」といおいて、「基本（無標）→複雑（有標）」とい
う過程が共通しており、複雑なものの存う過程が共通しており、複雑なものの存
在が、より基本的なものの存在を含意す在が、より基本的なものの存在を含意す
る。る。 (Jakobson 1968)(Jakobson 1968)
有標性弁別仮説（有標性弁別仮説（Markedness Markedness 
Differential HypothesisDifferential Hypothesis））(Eckman 1977) (Eckman 1977) 
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有標性 ２

研究の視座研究の視座

→→ L2L2音声習得における母語の影響と音声習得における母語の影響と
有標性に着目。有標性に着目。

例：例：中国人日本語学習者にとって有声中国人日本語学習者にとって有声
破裂音は破裂音はL1L1と異なる項目でありと異なる項目であり、、かつかつ
L1L1より有標であるためより有標であるため、、有標性弁別仮有標性弁別仮
説では無声破裂音より習得が困難であ説では無声破裂音より習得が困難であ
ることが予測される。ることが予測される。
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中間言語音韻研究 １

研究の源流研究の源流

Interlanguage Phonology (Tarone 1978/ Interlanguage Phonology (Tarone 1978/ 
1987:79)1987:79)
１）母語転移（１）母語転移（L1 transferL1 transfer））、、２）第一言語２）第一言語
獲得プロセス（獲得プロセス（L1 acquisition processL1 acquisition process））、、３３
）過剰一般化（）過剰一般化（overgeneralizationovergeneralization））、、４）近４）近
似化（似化（approximationapproximation））、、５）回避（５）回避（
avoidanceavoidance））
Ontogeny Phylogeny ModelOntogeny Phylogeny Model ((Major 1987)Major 1987)
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中間言語音韻研究 ２

研究の視座研究の視座

→→学習者言語は可変性を伴い学習者言語は可変性を伴い、、L1L1ともともL2L2
とも異なる学習者独自の言語体系であるとも異なる学習者独自の言語体系である
と考え、と考え、習得プロセスの解明を習得プロセスの解明を目指す。目指す。
例：英語話者の促音習得（例：英語話者の促音習得（Toda 1994Toda 1994））
知覚目標設定知覚目標設定（（L1L1干渉）→干渉）→知覚範疇化知覚範疇化→→
知覚判断境界値の自己修正知覚判断境界値の自己修正（（L2L2発達発達））

生成においては、生成においては、NNSNNS独自の方略で独自の方略で促促
音・非促音の音・非促音の対立を実現対立を実現
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類似音習得モデル １

研究の源流研究の源流

L2L2ががL1L1に類似した音は「に類似した音は「similarsimilar」，」，L1L1にに
存在しない新音は「存在しない新音は「new/foreignnew/foreign」という」という
知覚範疇に入る知覚範疇に入る。。L1L1と「と「similarsimilar」である」である

と知覚された類似音はと知覚された類似音は、、実際実際はは目標言目標言
語とは異なるにも関わらず語とは異なるにも関わらず、、LL１１に存在に存在

する音として範疇化されてしまうためする音として範疇化されてしまうため、、
新音より習得が困難である新音より習得が困難である ((Flege Flege 
1981)1981)。。 14

類似音習得モデル ２

研究の視座研究の視座

→→ 「母語と類似した音は習得が早く「母語と類似した音は習得が早く、、異異
なった音は習得が遅い」というなった音は習得が遅い」という従来の従来の考考
え方とは逆の方向性を示したえ方とは逆の方向性を示した。。

例：中国語母語話者には、例：中国語母語話者には、日本語の語日本語の語
中無声破裂音は中無声破裂音はL1L1における類似音のにおける類似音の
無気無声破裂音として知覚されるため無気無声破裂音として知覚されるため
、、新音である有声破裂音より習得が困新音である有声破裂音より習得が困
難である難である。。
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変異性モデル １

研究の源流研究の源流

日本人日本人ESLESL学習者と英語母語話者集団学習者と英語母語話者集団
の音声変異との共通性の音声変異との共通性 (Dickerson(Dickerson
1975)1975)
タイ人タイ人ESLESL学習者による母語における社学習者による母語における社
会言語学的傾向の会言語学的傾向のESLESL中間言語への転中間言語への転
移移 (Beebe 1980)(Beebe 1980)
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変異性モデル ２

研究の視座研究の視座

→→ L1 L1 の変異性モデル（の変異性モデル（Variability Variability 
ModelModel）を）をSLASLAに導入しに導入し、、学習者の誤用学習者の誤用
は学習プロセス上の変異形（は学習プロセス上の変異形（variantsvariants））
であると考えであると考えたた。。L1L1音声変異と同様に音声変異と同様に
L2L2学習者の音声変異にも規則性があ学習者の音声変異にも規則性があ
ることが示されることが示され、、L2L2音韻の可変性にお音韻の可変性にお
ける体系性を立証しける体系性を立証したた。。
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最新の研究動向と研究方法

言語的要因に着目した研究言語的要因に着目した研究

母語別、レベル別学習者による音声の録母語別、レベル別学習者による音声の録
音・分析、聴取実験音・分析、聴取実験 （定量的研究）（定量的研究）

学習者要因・社会的要因に着目した研究学習者要因・社会的要因に着目した研究

フォローアップ・インタビュー、質問紙調査フォローアップ・インタビュー、質問紙調査

（質的研究）（質的研究） 18

学習開始年齢

学習開始年齢と発音習得度には相関学習開始年齢と発音習得度には相関
関係があり関係があり、、早期に学習を開始したほ早期に学習を開始したほ
うが習得には有利である。うが習得には有利である。

しかししかし、、臨界期を過ぎて学習を開始した臨界期を過ぎて学習を開始した
場合でも場合でも、、母語（母方言）を問わず母語（母方言）を問わず、、学学
習次第でネイティブレベルの発音習得習次第でネイティブレベルの発音習得
は可能であるは可能であることが示唆されたことが示唆された（戸田（戸田
20082008）。）。
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学習者の意識・学習方法

大人になってから学習を開始大人になってから学習を開始し、ネイテし、ネイテ
ィブレベルのィブレベルの発音習得を達成した学習発音習得を達成した学習
成功者成功者ににはは、、複数の複数の学習成功学習成功要因の要因の
相互作用相互作用が見られたが見られた（戸田（戸田20082008））。。
例：日本語音韻の学習例：日本語音韻の学習、、発音発音のの意識化意識化
、、豊富なリソースの活用豊富なリソースの活用、、音声化した発音声化した発
音学習方法の実践・継続音学習方法の実践・継続、、音声に対す音声に対す
る関心と高い到達目標る関心と高い到達目標、、インプット洪水インプット洪水
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学習環境

日本国外の外国語学習環境下の場合日本国外の外国語学習環境下の場合
中国人学習者による有声・無声破裂音中国人学習者による有声・無声破裂音
の音韻対立は極めて習得困難でありの音韻対立は極めて習得困難であり、、
L1L1の負の転移が顕著に現れの負の転移が顕著に現れ、、中級か中級か

ら上級にかけて化石化・退行化が見らら上級にかけて化石化・退行化が見ら
れる。れる。

一方一方、、日本国内の第二言語学習環境日本国内の第二言語学習環境
下では下では、、上級段階で習得する者が現れ上級段階で習得する者が現れ
る（山本る（山本20092009）。）。
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教師の意識・教授法

中国人学習者による有声・無声破裂音中国人学習者による有声・無声破裂音
の習得はの習得は、、日本語教育機関日本語教育機関のの教育方教育方
針針、、日本語教師の言語教育観（音声言日本語教師の言語教育観（音声言
語重視・文字言語重視）語重視・文字言語重視） 、、教授法など教授法など

にも影響を受ける。にも影響を受ける。

またまた、、教師側の言語教育観や教授法の教師側の言語教育観や教授法の
差異が学習者の学習方法にも影響を差異が学習者の学習方法にも影響を
及ぼし及ぼし、、 L1L1音韻の正負転移を促進・抑音韻の正負転移を促進・抑
制する（山本制する（山本20092009）。）。 2222

１）日本語学習者の音声の知覚と生成１）日本語学習者の音声の知覚と生成

２）複合領域研究（例：談話と音声２）複合領域研究（例：談話と音声、、待遇表待遇表
現と音声現と音声、、文法と音声など）文法と音声など）

３）音声習得と学習者要因・社会的要因３）音声習得と学習者要因・社会的要因

４）音声習得とバイリンガリズム４）音声習得とバイリンガリズム

５）音声習得とアイデンティティー５）音声習得とアイデンティティー

音声習得研究のテーマ

2323

６）音声教育方法の検討（例：教室分析６）音声教育方法の検討（例：教室分析、、評評
価研究価研究、、教授法など）教授法など）

７）音声教育用教材の開発・研究７）音声教育用教材の開発・研究

８）学習者音声データベースの開発・研究８）学習者音声データベースの開発・研究

→上記のもの以外についても、研究の余→上記のもの以外についても、研究の余
地が多分に残されている。地が多分に残されている。

音声教育研究のテーマ

24

研究と教育について

研究と教育の関係については様々な考え方研究と教育の関係については様々な考え方
があるががあるが、、最も重要なのは自らが問題意識を最も重要なのは自らが問題意識を
持ち持ち、、どのような立場に立って研究教育活動どのような立場に立って研究教育活動
を行うことに意義を見出すかということを行うことに意義を見出すかということ。。

教育現場で培った問題意識を研究によって教育現場で培った問題意識を研究によって
検証し検証し、、研究成果を教材開発研究成果を教材開発等等に活かしてに活かして
教育現場に還元することも可能である（戸田教育現場に還元することも可能である（戸田
20092009））。。
現場では現場では、、理論的基盤や実証研究に裏付け理論的基盤や実証研究に裏付け
られた音声教育実践が求められている。られた音声教育実践が求められている。
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まとめ

従来の音声習得研究における仮説・モデル従来の音声習得研究における仮説・モデル
には諸説あるが、その大半が言語的要因にには諸説あるが、その大半が言語的要因に
着目したものであった。着目したものであった。

近年、言語的要因だけではなく、学習者要近年、言語的要因だけではなく、学習者要
因・社会的要因も視野に入れた音声習得研因・社会的要因も視野に入れた音声習得研
究が行われるようになった。学習者音声の実究が行われるようになった。学習者音声の実
態把握のためには、これらの要因が無視で態把握のためには、これらの要因が無視で
きない。きない。

今後の研究の可能性今後の研究の可能性
26
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